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 農業生態系のデジタル化に成功  
－作物生産における土壌有機態窒素の重要性を解明－ 

 
ベジタリアは、理化学研究所（理研）バイオリソース研究センター植物-微生物共生

研究開発チームの市橋泰範チームリーダー、環境資源科学研究センター環境代謝分

析研究チームの菊地淳チームリーダー、同植物免疫研究グループの白須賢グループ

ディレクター、福島大学食農学類農業生産学コースの二瓶直登准教授らの共同研究

グループ※に参画し、これまでは熟練農家の経験として伝承されてきた高度な作物生

産技術を科学的に可視化できるよう、農業生態系[1]における植物-微生物-土壌の複

雑なネットワーク[2]のデジタル化に成功しました。 

 

本研究成果により、化学肥料に頼らず有機態窒素[3]を活用することで、持続可能な

作物生産が可能であることを示しており、環境共存型の新しい農業に向けた持続的な

作物生産の実現への貢献、および有機物から分解する有機態窒素や根圏細菌を利

用した新しい農法の技術が開発され、農業を工業的センスで推進する「農業環境エン

ジニアリング」への道が切り拓かれるものと期待できます。 

 

 

 本研究の詳細については、理化学研究所の配信するリリースをご覧ください。 

https://www.riken.jp/press/2020/20200609_1/ 
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【補足説明】 

[1] 農業生態系 

農業活動の空間的および機能的な基本単位として定義される、生態系の一部。植物-微生物-土壌における生

物性・化学性・物理性を含んだ要素により構成され、構成要素間にエネルギーや栄養分等のやり取りが生じるこ

とでシステムとして振る舞う。 

 

[2] ネットワーク、相関ネットワーク解析、モジュール、ハブノード 

「ネットワーク」とは、ノードの集合とエッジの集合で構成されるグラフのこと。今回のマルチオミクスデータを用い

た「相関ネットワーク解析」では、ノードが測定項目となり、エッジが測定項目間の相関関係を示すことになる。

「モジュール」とは、ネットワーク上でノードが密につながった集合を示す。「ハブノード」とは、他のノードと多くエ

ッジを形成しているノードを示す。相関ネットワーク解析により、農業生態系のありのままの姿を視覚化することが

でき、ネットワーク構造の理解や特徴的なエッジの探索から農業生態系における植物-微生物-土壌の関係性を

抽出できる。 

 

[3] 有機態窒素 

炭素を含む窒素化合物。アミノ酸や、アミノ酸が直結したタンパク質など多様な種類がある。土壌中では微生物

の働きにより、堆肥や落ち葉等の有機物中の窒素が有機態窒素から無機態窒素（硝酸とアンモニア）に分解さ

れる。窒素は植物の生育に欠かせない栄養素の一つ。 


